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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　放送信号を受信するように構成されている受信局（２０）であって、該受信局が該放送
信号を介して双方向アプリケーションに対応する実行可能双方向アプリケーションコード
を受信するように構成されており、該受信局（２０）が該双方向アプリケーションを実行
するように構成されており、該双方向アプリケーションがテキストフォーマットでの入力
を必要とする機能を含み、該受信局がユーザから非テキスト情報を受信するように構成さ
れている入力装置（２４）を含む、受信局（２０）と、
　該受信局（２０）と通信するように構成されている遠隔サーバ（１３）であって、該サ
ーバ（１３）が該受信局（２０）から該非テキスト情報を受信し、該非テキスト情報をテ
キスト情報に変換するように構成されている、遠隔サーバ（１３）と
　を備え、
　該テキスト情報を受信したことに応答して、該受信局のユーザに、該テキスト情報をチ
ェックすること、および該テキスト情報のすべてまたは一部を許容または拒否することの
選択肢が与えられ、該テキスト情報により表されるテキストの正確性を該ユーザが確認し
た後に、該テキスト情報は該アプリケーションに提供され得る、双方向テレビシステム。
【請求項２】
　前記受信局（２０）が前記双方向アプリケーションを実行するように構成されているマ
イクロプロセッサ（３５）を含み、前記サーバ（１３）が該受信局（２０）に前記テキス
ト情報を送信するように構成されており、該受信局（２０）が該サーバから該テキスト情
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報を受信し、該双方向アプリケーションに該テキスト情報を提供するように構成されてい
る、請求項１に記載の双方向テレビシステム。
【請求項３】
　放送チャンネルによって前記受信局（２０）と通信するように構成されている放送局（
１０）をさらに備える、請求項２に記載の双方向テレビシステム。
【請求項４】
　前記サーバ（１３）が送信媒体を介して前記放送局と通信するように構成されており、
前記送信媒体が前記放送局（１０）と前記受信局（２０）との間の返信経路を備える、請
求項３に記載の双方向テレビシステム。
【請求項５】
　前記受信局（２０）が第１のモデム（３８）を含み、前記放送局が第２のモデムを含み
、前記返信経路が該第１および第２のモデムに接続されている電話線を備える、請求項４
に記載の双方向テレビシステム。
【請求項６】
　前記返信経路が、前記放送局と前記受信局との間の前記放送チャンネルの帯域幅の一部
分を含む、請求項４に記載の双方向テレビシステム。
【請求項７】
　前記入力装置がグラフィックスタブレット（３９）を備える、請求項２に記載の双方向
テレビシステム。
【請求項８】
　前記グラフィックスタブレット（３９）が該グラフィックスタブレットに記入された手
書きに対応するデータを生成するように構成されているディジタイザ（５２）を備える、
請求項７に記載の双方向テレビシステム。
【請求項９】
　前記グラフィックスタブレット（３９）が前記ディジタイザ（５２）にオーバレイした
ディスプレイ（５１）をさらに備え、該ディスプレイ（５１）は、前記手書きが該ディジ
タイザに記入された場合に該手書きの画像を表示するように構成されている、請求項８に
記載の双方向テレビシステム。
【請求項１０】
　前記受信局（２０）がディスプレイをさらに備え、該受信局が前記ユーザによる前記テ
キスト情報の認証のために該テキスト情報を該ディスプレイに提示するように構成されて
いる、請求項２に記載の双方向テレビシステム。
【請求項１１】
　前記入力装置がマイクロフォンを備える、請求項２に記載の双方向テレビシステム。
【請求項１２】
　テキスト情報に対応する非テキスト情報を変換するように構成された遠隔サーバ（１３
）を有する双方向テレビシステムにおいて用いられるセットトップボックス（２２）であ
って、
　放送信号を介して双方向アプリケーションに対応する実行可能双方向アプリケーション
コードを受信するように構成されている受信手段（３１）と、
　該双方向アプリケーションを実行するように構成されているマイクロプロセッサ（３５
）であって、該双方向アプリケーションがユーザからテキスト情報を必要とする機能を含
む、マイクロプロセッサ（３５）と、
　該ユーザから非テキスト情報を受信する入力装置（２４）と、
　該非テキスト情報を該遠隔サーバに送信する送信手段（３８）と
　を備え、
　該受信手段（３１）が、該サーバ（１３）から該対応するテキスト情報を受信するよう
に構成されており、
　該テキスト情報を受信したことに応答して、該受信手段のユーザに、該テキスト情報を
チェックすること、および該テキスト情報のすべてまたは一部を許容または拒否すること
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の選択肢が与えられ、該テキスト情報により表されるテキストの正確性を該ユーザが確認
した後に、該テキスト情報は該アプリケーションに提供され得る、セットトップボックス
（２２）。
【請求項１３】
　前記入力装置が、前記ユーザによってグラフィックスタブレット（３９）に記入された
手書きを受信するように構成されているグラフィックスタブレット（３９）を備え、前記
非テキスト情報が該手書きに対応するデジタル化された情報を含む、請求項１２に記載の
セットトップボックス（２２）。
【請求項１４】
　前記入力装置が、音声情報を受信するように構成されているマイクロフォンを備える、
請求項１２に記載のセットトップボックス。
【請求項１５】
　前記送信手段がモデム（３８）を備える、請求項１２に記載のセットトップボックス。
【請求項１６】
　前記受信手段が放送受信器を備える、請求項１２に記載のセットトップボックス。
【請求項１７】
　前記マイクロプロセッサ（３５）が、前記ユーザに前記非テキスト情報の入力を促し、
該非テキスト情報を受信し、該非テキスト情報を前記送信手段（３８）に提供するように
構成されている、請求項１２に記載のセットトップボックス。
【請求項１８】
　双方向テレビシステムにおいて実現される方法であって、該方法は、該システムにおい
て実行している双方向アプリケーションにテキスト入力を提供し、
　該方法は、
　受信局において、放送信号を受信することであって、該放送信号が双方向アプリケーシ
ョンに対応する実行可能双方向アプリケーションコードを含み、該双方向アプリケーショ
ンがテキスト入力を必要とする機能を含む、ことと、
　該受信局において、該双方向アプリケーションを実行することと、
　非テキスト情報を該受信局に提供することと、
　該非テキスト情報を遠隔サーバ（１３）に送信すること（６４）と、
　該遠隔サーバで該非テキスト情報をテキスト情報に変換すること（６５）と、
　該テキスト情報を該受信局に提供すること（６６、６７）と
　を包含し、
　該テキスト情報を受信したことに応答して、該受信局のユーザに、該テキスト情報をチ
ェックすること、および該テキスト情報のすべてまたは一部を許容または拒否することの
選択肢が与えられ、該テキスト情報により表されるテキストの正確性を該ユーザが確認し
た後に、該テキスト情報は該アプリケーションに提供され得る、方法。
【請求項１９】
　前記双方向アプリケーションがセットトップボックスで実行され、前記方法が前記テキ
スト情報を該セットトップボックスに送信することをさらに包含する、請求項１８に記載
の方法。
【請求項２０】
　前記非テキスト情報を提供することが、前記双方向テレビシステムに接続されているグ
ラフィックスタブレット（３９）に文字を書き込むこと（６３）を包含し、該グラフィッ
クスタブレットが該文字をデジタル化し、該グラフィックスタブレットから前記非テキス
ト情報を生成するように構成されている、請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　前記非テキスト情報をテキスト情報に変換することが、該サーバ（１３）で手書き認識
（６５）アプリケーションを実行することと、該アプリケーションに該非テキスト情報を
提供することにより、該テキスト情報を生成することとを包含する、請求項２０に記載の
方法。
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【請求項２２】
　前記非テキスト情報を提供することが、前記双方向テレビシステムに接続されているマ
イクロフォンに向かって話すことを包含し、該マイクロフォンが話された単語から該非テ
キスト情報を生成するように構成されている、請求項１９に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
（発明の背景）
（１．発明の分野）
本発明は概して、双方向テレビシステム、およびより詳細にはユーザ提供型情報を双方向
テレビアプリケーションで使われ得るデータフォーマットに変換するサーバの使用手段お
よび使用方法に関する。
【０００２】
（２．関連分野の説明）
双方向テレビシステムは、ユーザーに種々のサービスを提供するために使われ得る。これ
らのシステムは、視聴者の相互作用および通常のテレビ番組に関連するオーディオストリ
ームおよびビデオストリームを容易にするためのテキストおよびグラフィックイメージを
表示することができる。双方向テレビシステムは視聴者の相互作用を可能にし、従って本
システムは、通常のテレビの娯楽性能を拡張することに加えて販売目的および教育目的に
対して用いられることを可能にする。視聴者は広告製品または広告されたサービスを注文
し、特定の番組に関する情報を要求し、または電子メッセージ（ｅ－ｍａｉｌ）を送信で
きる。
【０００３】
典型的な双方向テレビシステムでは、放送サービスプロバイダーは、視聴者のテレビに送
信するための双方向テレビ信号を生成する。双方向テレビ信号は、テレビ番組から成るオ
ーディオビデオ部分およびアプリケーションコードまたは制御情報から成る双方向部分を
含む。放送サービスプロバイダーは、オーディオビデオ部分、および双方向部分を組み合
わせて、ユーザのテレビに接続された受信器への送信のための単一信号にする。この信号
は典型的に、送信前に圧縮され、ケーブルテレビ（ＣＡＴＶ）線または直接衛星送信シス
テムのような放送チャネルを介して送信される。
【０００４】
双方向テレビシステムの双方向機能は、テレビに接続されたセットトップボックスにより
制御される。このセットトップボックスは放送サービスプロバイダーにより送信された信
号を受信し、双方向部分をオーディオビデオ部分から分離させ、ならびに信号の各部分を
解凍する。信号の双方向部分が双方向アプリケーションを含む場合、オーディオビデオ情
報（標準テレビ信号）がテレビに伝えられる間、このアプリケーションが実行され得る。
セットトップボックスはテレビに情報を伝達する前に、双方向アプリケーションにより生
成された双方向グラフィックスまたは双方向オーディオとともにオーディオビデオ情報を
組み合わせ得る。双方向グラフィックスおよび双方向オーディオはさらなる情報を視聴者
に提示するか、または視聴者に入力を促し得、放送中の信号または視聴者によってとられ
る行動に応じて機能するよう設計され得る。双方向テレビシステムはまた、双方向アプリ
ケーションに関係するオーディオおよびグラフィックスのみをユーザに提示するアプリケ
ーションを実行することができる。言い換えるならば、この情報は、信号を加えるのでは
なくて標準的なテレビ信号の代わりに表示され得る。
【０００５】
ケーブルテレビ媒体によって双方向テレビシステムは、公知である。
視聴者が入力する必要のある双方向アプリケーションの様々な例がある。１つの例として
テレビ購入サービスがあり、そこでは一連の製品がテレビ番組を介して示され、視聴者は
表示された製品を購入するためテレビシステムの双方向機能を利用する。視聴者は、自身
が購入したい製品を識別する必要があり、また品目および製品を説明する他の情報を提供
する必要もあり得る。この情報はメニューから適切な選択を選ぶことにより、提供され得
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る。しかしながら、このアプリケーションはまた、メニューから簡単に選択することがで
きないユーザ名または輸送情報を必要とし得る。テキスト情報を必要とするアプリケーシ
ョンのもう１例として、視聴者がメッセージおよびメッセージのアドレスを識別する情報
を提供しなければならないメッセージングアプリケーションがある。従って、いくつかの
手段がこのテキスト情報を入力するために必要である。
【０００６】
テキストを入力するための１つの選択枝はキーボードを用いることである。しかしながら
、これは最良の解決手段ではないかもしれない。なぜなら、何人かのユーザはキーボード
の使用を不快と感じるかもしれないからである。双方向テレビシステムの魅力の１つとし
て、その使いやすさである。双方向テレビアプリケーションは単純なユーザーインターフ
ェースを提供するように設計され、その多くのアプリケーションは基本的な遠隔操作を用
いて提供され得る入力よりも少ない入力を必要とする。キーボードによるテキスト情報を
入力する使用条件により、双方向テレビシステムはユーザにとって魅力的でなくなるかも
しれない。なぜなら、システムが必要とする付加的なハードウェア、システムによって知
覚される複雑性、または必要な情報をタイプする際に何人かのユーザにより経験され得る
困難のためである。さらに、いくつかの言語（例えば、中国語）で、書き単語の複雑さに
より、経験のあるユーザに対してさえもキーボードによるテキスト入力を困難にしている
。
【０００７】
テキスト情報をアプリケーションに提供するための他の選択枝は、非テキスト情報をテキ
スト形式に変換する手段を含み得る。例えば、音声認識技術を用いてユーザの音声はサン
プリングされ、以前にサンプリングされたスピーチパターンと比較して、ユーザにより話
された単語を決定することができる。次いで、この単語は音声認識システムによりテキス
トとして出力され得る。手書き認識システムはまた、アプリケーションに対してテキスト
情報を生成するために使用され得る。それらのシステムは、ユーザにより書かれたテキス
トを判定するために、（グラフィックスタブレットまたは同様の入力装置を介して入力さ
れた）ユーザの手書き画像について（例えば、ＥＰ０６８９１５５に記載されるのと）同
じプロセスを実行する。これらの技術は、ユーザの音声または手書きから正確なテキスト
情報を確実に生成することができるところまで発展したが、これらの技術は多くのコンピ
ュータリソースを必要としている。このアプリケーションは極めて大きくあり得、必要と
されるパターンの一致を行なうために多量の処理時間を必要とする。従って、これらの技
術は、非常に制限された記憶装置および処理容量を有する現在のセットトップボックスで
実行され得ない。
【０００８】
（発明の要旨）
上記に概説した１つ以上の問題は、本発明の様々な実施形態により解決され得る。
本発明によると、放送信号を受信するように構築された受信局（２０）であって、上記受
信局は、放送信号を受信するように構築され、上記受信局は、上記放送信号を介して双方
向アプリケーションに対応する実行可能な双方向アプリケーションコードを受信するよう
に構築され、受信局（２０）は、上記双方向アプリケーションを実行するように構築され
、上記双方向アプリケーションは、テキスト形式での入力を必要とする機能を含み、上記
受信局は、ユーザからの非テキスト情報を受信するように構築された入力装置（２４）を
含む、受信局（２０）と、送信媒体によって上記受信局（２０）に接続される遠隔サーバ
（１３）であって、上記サーバ（１３）は、上記受信局（２０）からの上記非テキスト情
報を受信し、上記非テキスト情報をテキスト情報に変換するように構築され、上記サーバ
（１３）は、上記双方向アプリケーションに上記テキスト情報を提供するようにさらに構
築される、遠隔サーバ（１３）とを備える、双方向テレビシステムが提供される。
従って、本発明は、ユーザがシステムにより双方向アプリケーションに使用され得るよう
なテキスト形式へシステムによって変換される非テキスト情報を提供することが可能なシ
ステムおよび方法を提供し得る。非テキスト情報は、受信局のセットトップボックスでユ
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ーザにより入力され、そしてこの情報は、放送局に設置され得るサーバに送信される。サ
ーバはこの情報をテキストデータに変換し、それにより情報はシステムにより使用され得
る。１つの実施形態で、サーバはテキストデータを再度受信局に送信し、ここでセットト
ップボックスで実行するアプリケーションによりそのデータが使用され得る。他の実施形
態において、テキストデータはサーバで使用され得るか、またはセットトップボックス以
外のシステムの一部に送信され得る。
【０００９】
１つの実施形態は、放送局および受信局を備える双方向テレビシステムを含む。この放送
局は、双方向テレビアプリケーションを受信局に送信し、次いでこのアプリケーションを
実行する。このアプリケーションは、ユーザからのテキストデータを必要とする。受信局
はアプリケーションおよびグラフィックスタブレットを実行するセットトップボックスを
含み、この受信局は情報を入力するためのセットトップボックスに接続される。ユーザは
画像ファイルを生成するグラフィックスタブレット上に書くことによって情報を提供する
。この画像ファイルはセットトップボックスから放送局に送信される。放送局は、画像フ
ァイルを文字データおよびテキストデータに変換する手書き認識ソフトウェアを用いるサ
ーバを有している。テキストデータは、あたかもユーザにより直接タイプされたかのよう
にそのデータを用いるセットトップボックスのアプリケーションに再度送信される。
【００１０】
手書き認識ソフトウェアは、セットトップボックス上の代わりにサーバコンピュータ上に
存在するために、より多くのリソースがソフトウェアの実行に利用される。サーバは典型
的に、セットトップボックスよりもより利用可能なメモリおよびより多くの処理能力を有
し、結果的に非常に速い手書き画像の認識を提供する。多くの利用可能なリソースは、ソ
フトウェアが追加の認識、複雑な言語（例えば、中国語）および拡張文字セット（例えば
、ユニコード）を提供することを可能にする。認識ソフトウェアはサーバに保存されてい
るので、このソフトウェアは最新の手書き認識技術を用い迅速かつ容易にアップデートさ
れ得、認識ソフトウェアは個々の電話加入者のセットトップボックスに配信される必要が
ない。
【００１１】
１つの実施形態において、テキストデータは再度セットトップボックスに送られる必要が
ない、しかし代わりにサーバまたはセットトップボックスから遠隔の他の場所において使
用され得る。例えば、ユーザは、口頭情報または手書き情報を入力することにより製品を
注文し得、注文はｅ－ｍａｉｌまたは他の手段を用いて後から確認され得る。別の実施形
態において、サーバはオーディオデータまたは画像データを受け取り、そのデータを手動
でテキスト情報に書き換える人間のオペレータから成り得る。あるいは、オーディオデー
タまたは画像データは人間の監視下で動作するオートメーション化した手段によりテキス
ト情報に変換され得る。
【００１２】
別の実施形態において、双方向テレビシステムは、システムへ情報を入力するグラフィッ
クスタブレットではなくてマイクロホンを含む。マイクロホンは音声認識アプリケーショ
ンを備えたサーバに記録および送信される音声データを提供するために使われる。音声認
識アプリケーションは、音声データをテキストデータに変換し、次いでセットトップボッ
クス上で実行するアプリケーションに再度送信される。
【００１３】
本発明の他の目的および利点は、以下の詳細な説明を読み、添付の図面を参照することで
明らかとなる。
【００１４】
本発明が種々の改変および種々の代替形式をとりやすいが、それらの特定の実施形態は図
面中の例として示され、本明細書中で詳細に述べられている。しかしながら、それらの図
面および詳細な説明は、開示された特定の形式に限定するように意図されないが、反対に
、この意図するところは、すべての改変、均等物、および代替を、添付の特許請求の範囲
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により規定される本発明の精神および範囲内で網羅することを理解すべきである。
【００１５】
（好適な実施形態の詳細な説明）
本発明の方法の１つの実施形態は以下に詳細に記述されている。この実施形態において、
双方向テレビシステムは、オーディオ－ビデオ－双方向信号を放送チャネルを介して放送
局から受信局へ送信する。（「放送」は本明細書では全ての加入している受信者への単一
の信号の送信を指すために使われている。）放送チャネルは、直接衛星送信システム、ま
たは非衛星、ケーブル、電話会社、ＭＭＤＳ（マイクロ波）および地上送信を含む信号を
放送するための任意の公知の手段を含み得る。（本明細書中で用いられるような「直接」
衛星送信は、衛星から直接双方向テレビの受信器により受信される送信を意味している。
）この実施形態における受信局は、放送局とのモデム接続を介して信号を受信するように
さらに構成される。
【００１６】
受信局へのオーディオ－ビデオ－双方向信号の放送は、制御信号または双方向アプリケー
ションのようなテレビ番組編成および双方向情報の両方を含み得る。放送信号が受信され
たとき、放送信号は信号成分に分解され、処理（例えば、解凍）されて、それぞれのテレ
ビ番組編成および双方向信号を再構築する。受信局に放送された双方向アプリケーション
または受信局に常駐していた双方向アプリケーションは、セットトップボックスのマイク
ロプロセッサ上で実行される。このアプリケーションはユーザからテキストデータを必要
とするものである。しかしながら、ユーザは非テキスト形式でデータを入力することが可
能である。本明細書中で用いられているような「非テキスト」は、一連の英数字以外の何
らかの形式（例えば、ＡＳＣＩＩ文字セット）のようなシステムにより扱われる形式を意
味する。手書きのグラフィカル表示は、事実上テキストであるが、画像またはベクトル化
された手書き情報として処理され、書かれたテキストまたは単語として処理されない。一
方、「テキスト」は１つ以上の文字または単語を意味する。システムを英語圏のユーザ向
けにセットアップした場合、テキストはＡＳＣＩＩ文字セットからなり得る。システムを
英語圏以外のユーザ向けにセットアップした場合、テキストはユーザの言語の文字セット
からなり得る（例えば、日本人ユーザに対しては漢字文字）。
【００１７】
受信局のセットトップボックスは、非テキストデータを入力するための装置で構成されて
いる。１つの実施形態において、この装置は、アプリケーションにより必要とされる情報
をユーザが記入し（書き）得るグラフィックスタブレットである。グラフィックスタブレ
ットはユーザの手書きをデジタル化し、ならびに画像ファイルとしてデジタル化されたデ
ータを記憶する。セットトップボックスは、デジタルデータを含んだファイルを、テキス
ト形式への変換のために放送局に送信する。（画像データは必ずしも単一のファイル中に
含まれる必要がなく、処理ロードを展開するために、セグメントでサーバに送信され得る
。）放送局は、手書き認識アルゴリズムを用いて画像データをテキストデータに変換する
ために構成されたサーバを含む。次いで、放送局はテキストデータを受信局に再度送信す
る。セットトップボックス上で実行しているアプリケーションは、受信されたテキストデ
ータを、受信局が以前に放送局へ送信した画像データに対応するものとして識別する。従
って、セットトップボックスは、テキストデータをセットトップボックスのユーザにより
あたかもテキストとして入力されたかのように利用し、そして双方向テレビのアプリケー
ションを実行し続ける。
【００１８】
図１を参照すると、ソースから一連の視聴者への双方向テレビアプリケーションおよびテ
レビ番組の配信のためのシステムを示すブロック図が示されている。放送局１０は、テレ
ビ番組ソース１１および双方向アプリケーションソース１２を有する。テレビ番組のソー
スは、遠隔放送ネットワーク給送、ビデオテープレコーダ、コンピュータ、データ記憶装
置等を含む。双方向アプリケーションのソース１２は、双方向アプリケーション、制御情
報、またはオーディオ情報またはビデオ情報を供給し得、結果として双方向テレビ信号に
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含まれる。さらに、放送局１０は、放送局で受信された非テキストデータを処理し、そし
てテキストデータを生成するために用いられるサーバ１３を含む。テレビ番組ソース１１
、双方向アプリケーションソース１２およびサーバ１３により生成される情報は、典型的
に、放送される以前に圧縮／パケット化ユニット１４～１６により処理される。通常、情
報もまた帯域幅を維持するために圧縮される。（この実施形態はデジタル放送システムを
含むが、他の実施形態は、デジタルアプリケーションデータを送信するための手段に関連
したアナログ放送システムを含み得ることに留意されたい。そのアナログ放送システムは
、既存のテレビネットワークを含み得、ならびにアプリケーションデータを送信するため
の手段は、電話回線または帯域外ケーブル信号を介して垂直帰線消去期間または並列送信
での送信を含み得る。）
動画専門家グループ（ＭＰＥＧ）圧縮規格の１つのような多くの圧縮アルゴリズムのいず
れもが、適切な場合、特定のプログラムまたは特定のアプリケーション用に用いられ得る
。この情報はエラーチェック、データのインターリービング、および他の送信に関する機
能を可能にするためにパケット化される。さらなるデータは、従って、アプリケーション
データおよびプログラミングデータに対して付加され得る。例えば、エラーチェックサム
はエラー検出／訂正のため付加され得、ならびにタイムスタンプが関連付けられたオーデ
ィオ信号およびビデオ信号を同期化させる目的で含まれ得る。圧縮／パケット化ユニット
１４～１６によるパケット化情報は、多重化ユニット１７に供給され、多重化ユニット１
７は送信前にパケットを分散させる。次いで、分散させられたパケットは受信局２０に放
送される。（ただ１つの受信局のみが図に示されているが、オーディオ－ビデオ－双方向
信号は、参加している受信局のグループへ放送されることを企図する。）図において、オ
ーディオ－ビデオ－双方向信号は、アンテナ１９を通した衛星放送を介して送信されてい
るように示されている。
【００１９】
放送信号は通信衛星２８によって中継され、そして受信局２０により受信される。この図
は衛星送信を示しているが、任意の放送媒体（例えば、ＣＡＴＶまたは直接衛星送信）が
用いられ得ることが企図される。受信局２０は、多くのそのような局の一つであると考え
られていて、そのような局は、放送局１０を操作する放送サービスプロバイダーの加入者
である。放送信号は受信アンテナ２１により収集され、セットトップボックス２２に供給
される。セットトップボックス２２はパケット信号を処理し、その結果、信号内に組み込
まれたテレビ番組および双方向アプリケーションを再構築する。再構築されたアプリケー
ションはセットトップボックスで実行される一方、再構築されたテレビ番組がテレビ２３
に送信され、そこでテレビ番組が表示される。（テレビ２３は、任意の適切なモニタ装置
またはディスプレイ装置で有り得ることに留意されたい。）双方向アプリケーションは、
表示される前にテレビ番組と組み合わせられるグラフィックスまたはオーディオを生成し
得る。双方向アプリケーションはまた、テレビ番組の代わりに表示され得る。
【００２０】
放送局と受信局の間の放送チャネルに加えて、モデムチャネル（ｈｔｔｐチャネルすなわ
ちハイパーテキスト転送プロトコルチャネルとも呼ばれ得る）のような他のチャネルがあ
り得る。これらのチャネル形式はシステム内で２つの機能を果たす。この機能によりセッ
トトップボックスが放送局にデータを供給することを可能にし、ならびに別のパスを受信
局２０へ伝達されるべきソース１１～１３から供給する。受信局２０およびサーバ１３が
放送局の放送チャネルおよび返送経路以外の送信モデムを介して接続される場合、サーバ
は放送局に配置されることを強制されない。放送局の負荷を減らすため、より効果的に受
信局とサーバの間でデータを伝達するため、または他の理由により、放送局１０から離れ
た場所にサーバ１３を配置することはより便利であり得る。
【００２１】
図２を参照すると、１つの実施形態におけるセットトップボックス２２のブロック図が示
されている。放送信号は受信され、チューナ３１に供給される。チューナ３１は、放送オ
ーディオ－ビデオ－双方向信号が送信され、そしてその信号をプロセシングユニット３２
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に送信するチャネルを選択する。（チューナ３１は、様々な信号ソースから信号を受信す
るための他の手段により置き換え可能である。本明細書中でこれらすべてをまとめて入力
ポートと呼ぶ。）プロセシングユニット３２は、必要であれば、放送信号からパケットを
デマルチプレスクし、そして信号内に組み込まれたテレビ番組および／または双方向アプ
リケーションを再構築する。次いで、テレビ番組およびアプリケーションは、解凍ユニッ
ト３３により解凍される。次いで、信号内に組み込まれたテレビ番組に関連したオーディ
オおよびビデオ情報は、ディスプレイユニット３４に伝達され、ディスプレイユニット３
４は、さらなる処理およびＮＴＳＣまたはＨＤＴＶオーディオ／ビデオのような適切なテ
レビフォーマットへと情報の変換を実行し得る。放送信号から再構築されたアプリケーシ
ョンは、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）３７へルーティングされ、そしてマイクロプ
ロセッサ３５により実行される。グラフィックスタブレット３９は、テキストへ変換する
ための手書き情報を供給し、続いてアプリケーションによって使用するための手段をユー
ザに提供する。（他の実施形態において、グラフィックスタブレット３９は、音声データ
を供給するためマイクロホン、または非テキスト情報をシステムに供給するための何らか
の他の種類の入力装置により置き換えられ得る。）
マイクロプロセッサ３５は、特定の設計に適切な多様な種類のマイクロプロセッサ、マイ
クロ－コントローラ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、またはソフトウェア命令プロ
セシング装置を含み得る。ＲＡＭ３７は、セットトップボックスの機能を支援するために
必要なスタティック（例えば、ＳＲＡＭ）、ダイナミック（例えば、ＤＲＡＭ）、揮発性
、または不揮発性（例えば、フラッシュメモリ）であるメモリユニットを含み得る。セッ
トトップボックスに電源が入った時、マイクロプロセッサ３５は、ＲＯＭ３６に格納され
るオペレーティングシステムコードを処理する。（いくつかの実施形態においては、ＲＯ
Ｍ３６はフラッシュメモリまたはＥＥＰＲＯＭを含み得る。）オペレーティングシステム
コードは、セットトップボックスに電源が入っている間、典型的なパーソナルコンピュー
タ（ＰＣ）のオペレーティングシステムコードと同様の様態で連続的に実行し、セットト
ップボックスが制御情報に作用して双方向アプリケーションおよび他のアプリケーション
を実行することを可能にする。セットトップボックスはまたモデム３８を含む。モデム３
８は、視聴者のデータが放送局に送信され得る返送経路、および放送局がデータをセット
トップボックスに送信し得る別のパスの両方を提供する。
【００２２】
用語「セットトップボックス」が本明細書中で使用されるが、この用語は送信信号を受信
および処理し、処理された信号をテレビまたは他のモニタに伝送するための、任意の受信
ユニットまたはプロセッシングユニットを指すことが理解される。物理的にテレビの上に
位置するセットトップボックスは、ハウジング内にあってもよいし、テレビの外側のある
他の位置にあってもよいし（例えば、テレビの側面、または裏側、またはテレビから遠く
はなれて位置する）、またはテレビ自体に組み込まれてもよい。あるいは、セットトップ
ボックスの機能は完全にテレビから取り除かれ、そしてセットトップボックスが置かれて
いる家の外のようなより遠隔地に設置され得る。セットトップボックス２２は（必要であ
れば）放送局１０から受信した信号を復調し、異なるテレビ番組および双方向アプリケー
ションのような信号の成分を分離する役割を果たす。セットトップボックスの他の実施形
態は、図２に示されたものと異なる構成要素または相互接続を有し得る。同様に、テレビ
２３は任意の適切なテレビフォーマット（例えば、ＮＴＳＣまたはＨＤＴＶ）を用いるテ
レビまたはビデオモニタであり得るか、または特定の実施形態に応じて、テレビ２３はビ
デオレコーダのような他の装置で置き換えられ得る。
【００２３】
図３を参照すると、グラフィックスタブレット５０の構成を示したブロック図が示されて
いる。グラフィックスタブレット５０の主要な構成要素は、ディスプレイ５１、デジタイ
ザ５２およびプロセッサ５３である。グラフィックスタブレット５０は、（ペンコンピュ
ーティングシステムで使用されるような）数インチの幅から（いくつかのＣＡＤシステム
で使用されるような）数フィートの幅までの幅の範囲のサイズを有し得る。グラフィック
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スタブレットの最も好都合なサイズは小型または中間のノートパッドサイズであると考え
られている。グラフィックスタブレット５０の表面は、記入面としての使用を円滑にする
ため平坦で滑らかであるべきである。グラフィックスタブレット５０は、データケーブル
によりセットトップボックス２２に接続されるように考えられているが、赤外線送信また
は任意の他の適切な送信手段もまた、グラフィックスタブレット５０とセットトップボッ
クス２２の間でデータを送信するために使用され得る。グラフィックスタブレット５０が
これらのデータ送信手段により制約されないという点で、ユーザはタブレットを便利かつ
快適な記入位置に移動させ得るべきである。
【００２４】
ディスプレイ５１およびデジタイザ５２は、ユーザがタブレットに書き込むにつれてデジ
タイザペンの軌跡（図示せず）が表示され得るようにオーバーレイされ、ノートパッド上
の書き込みをシミュレートする。ディスプレイ５１は、ＬＣＤ（液晶ダイオード）または
同様の技術を用いたフラットパネルディスプレイであると考えられている。これらの技術
は、ディスプレイを透過する光の量を制御する２つのガラス平板の間に提供される（ｔｈ
ｉｓ　ｔｈｏｓｅ）物質を用いる。選択した技術によれば、ディスプレイは、ディスプレ
イ後方の任意の光源からの光の量を簡単に制御し得、またはディスプレイ内の各ピクセル
からの変化する光の量を生成し得る。ディスプレイはユーザの手書きを表示することによ
り、ユーザに対しフィードバックを提供するように構成され得、またはディスプレイはユ
ーザの入力を表わすアイコンまたは他の画像を表示し得る。このディスプレイはまた、ユ
ーザが手書き情報を提供し得ることに応じて、形式または他のプロンプトを表示するよう
に構成され得る。別の実施形態において、グラフィックスタブレット５０はディスプレイ
５１を除去することにより単純化され得る。そのような実施形態において、ユーザは、テ
レビ２３を通したプロンプト、形式、手書きおよび他の画像を含んだ視覚的フィードバッ
クを代わりに受け取ることができる。
【００２５】
ディスプレイ５１およびデジタイザ５２の組み合わせは、ユーザの手書きの正確なデジタ
ル表現を可能にする十分な解像度を提供するように選択されるべきである。デジタイザお
よびディスプレイの解像度は、かなりの高品質プリンタの解像度にほぼ等しくあるべきで
あると考えられる。この組み合わせはまた、手書き情報をユーザが見やすいようにするデ
ィスプレイの質（例えば、ブライトネスおよびコントラスト）を提供すべきである。マイ
クロプロセッサ５３は、ユーザが描くにつれて、いかなる実質的な遅れを伴うことなくデ
ジタイザペンの軌跡を表示するのに十分な速さを有するべきである。マイクロプロセッサ
５３が、マイクロプロセッサ３５から離れて表示されているが、単一の装置が両方の機能
を実行するに十分で有り得ると考えられる。
【００２６】
デジタイザ５２はまた、多くの技術の１つを用いて構成され得る。初期の技術はしばしば
不透明な構造体を用いているが、現代のデジタイザで用いられる技術は、オーバーレイデ
ィスプレイと関連して用いられるように設計された透明パネルをおそらく取り込むと思わ
れる。デジタイザ５２は静電、抵抗性フィルムまたは容量性／静電性フィルム技術を用い
得る。本発明の多様な実施形態は、特定の実施形態に最も適合した技術のうち異なる技術
を組み込み得る。デジタイザ５２はデジタイザペンの位置を感知し、ならびに対応するＸ
－Ｙ座標をセットトップボックスに送信する。１つの実施形態において、このＸ－Ｙデー
タは、ユーザにより書かれたテキストのビットマップ画像中で一連の暗ピクセルとして記
録される。次いで、その画像は書かれたデータの処理および認識をするためにサーバに送
信される。ビットマップ画像を認識することは、時としてオフライン認識と呼ばれる。
【００２７】
別の実施形態において、デジタイザ５２は、Ｘ－Ｙ位置のみならずペンの軌跡方向、ペン
の角度、ペンのスピードおよびペンの加速度、およびユーザによる手書きのベクトル化さ
れた表現を生成する他の情報をも認識し得る。このベクトル化された情報は、ユーザが書
くに従って認識が実行され得るように生成され、サーバに送信され得る。手書き情報を認
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識するためのベクトル化された情報の使用は、時としてオンライン認識と呼ばれる。
【００２８】
受信局は、動作可能に放送チャネルにより放送局に接続される。この放送チャネルは多様
な送信メディアを利用し得、ならびに（例えば、直接衛星送信で用いられるような）同軸
ケーブルおよびフリースペースを含むと考えられる。放送チャネルは、送信経路を放送局
と受信局の間に形成する。放送局と受信局はまた返送経路により接続される。返送経路は
典型的に、受信局の１つおよび放送局の１つの１対のモデムからなり、各々が標準的な電
話回線に接続される。返送経路を確立する他の手段（例えば、放送チャネルの帯域幅の１
部を用いること）はまた、企図される。図１に描かれたシステムは、受信局からサーバへ
の通信データの返送経路を確立するために、放送チャネルを利用している。
【００２９】
１つの実施形態において、アプリケーションは放送局から受信局に送信され、この場合、
アプリケーションは再構築および処理される。別の実施形態において、アプリケーション
はセットトップボックス上に常駐し得る、または放送チャネル以外の手段（例えば、フラ
ッシュカード）により、セットトップボックスに対して供給され得る。図４は、システム
の手書き／テキスト情報の流れを示したフローチャートである。アプリケーションが実行
している間６１、アプリケーションはある種のテキスト情報について、ユーザに指示を出
す６２。ユーザは、情報をグラフィックスタブレット上に入力し６３、これは通常の手書
きで情報を記述している。グラフィックスタブレットはユーザの手書きの画像をデジタル
化し、そしてデジタル化されたデータをセットトップボックスに送信し、これにより、放
送局への返信経路を介して情報をサーバ６４に送信する。この画像データは放送局から受
信され、サーバに伝えられる。このサーバは、画像中の文字および／または単語を認識し
、ならびに等価なテキストデータを生成する画像データを処理する６５。次いで、このテ
キストデータは、放送チャネル経由またはリターンチャネル経由のどちらかで、再度受信
局に送信される６６。次いで、あたかもテキストが直接ユーザにより入力されているかの
ように、テキストデータは、セットトップボックス上で実行するアプリケーションにより
利用される６７。
【００３０】
図５は、サーバの手書き認識アプリケーションが、テキストデータを生成するように画像
データを処理するという方法を記述したフローチャートである。オフラインのビットマッ
プ認識システムはこの実施形態で用いられる。この実施例において、ユーザの手書きは１
つの形式で含まれない、しかし代わりにグラフィックスタブレットへの自由形式入力であ
ると想定されている。さらに、１つの実施形態において、手書き画像は、手書き画像がグ
ラフィックスタブレットにより生成されるようにセグメントでサーバに送信される。これ
は画像の認識を原因とするサーバのピークローディングを減らすことおよびサーバが同時
フィードバック（すなわち、認識された文字）をユーザに供給することを許容すること両
方に貢献し得る。（ここで使用されている「同時」とは、ユーザがグラフィックスタブレ
ット上で書き続けた場合、ユーザが手書き認識の結果を見ることができるように、ある認
識されたテキストがセットトップボックスに送信されることを意味する。）その画像は代
わりに、テキストと既知の形式を組み合わせる場合、その形式はまず、同定および除去さ
れる。従って、手書きがその形式において数種のボックスまたはフィールドに制限された
場合、それらのフィールドは分離され、そして個々に処理される。（ユーザが入力を書き
得る種々のダイアログボックスを供給することによって、自由形式手書き入力は、形式入
力と同じ様式で、互いから区別され得る。）
まず、画像を文字または文字片を示すセグメントに分割することによって、フィールド内
の手書きを認識する７１。個々の画像のセグメントおよびこれら画像セグメントの組み合
わせは、文字候補として選択される７２。これらの文字候補は、文字クラスに割り当てら
れ、認識アプリケーションが関連付けられた文字クラスにセグメントを配置する信頼度を
表す値に関連付けされる７３。文字候補は、辞書検索アルゴリズムが実行され得るグルー
プに編成される７４。辞書検索は、文字候補の群に最良に一致する単語エントリを決定し
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７５、信頼度のレベルを各単語に割り当て得る。所望であれば、認容性のチェックが実行
されて、認識された単語の信頼度レベルが十分高いかどうかを判定することができる７６
。信頼度レベルが低すぎる場合、単語は拒否され得、その画像は認知不可能とみなされる
。ユーザはまた、認識アプリケーションのテキスト出力をチェックし、出力のすべてまた
は一部を許容するかまたは拒否する選択肢が与えられ得る７７。ユーザが認識されたテキ
ストの正確性を確認した後、データは、セットトップボックスで実行するアプリケーショ
ンに提供され得る。記載内容が、限定的ではなくて例示的であるように意図され、ベクト
ル化手書きデータまたは音声データの認識プロセスが上記の記載内容と異なることに留意
されたい。
【００３１】
ユーザの手書きの認識は、コンテキスト情報を手書きに関連付けすることによって促進さ
れ得る。ユーザの手書きは、各エントリによってエントリ自身を解釈することをより容易
にし得るために必要とされる情報のタイプを識別する形式のエントリを含む。例えば、社
会保障番号を要求するボックス内のエントリは、９桁の数字を含むはずである。「ｌ」、
「Ｉ」、または／および「１」として解釈され得るこのエントリ内の文字は、数字の「１
」でなければならない。「宛」または「ｃｃ．」のようなキーワードの識別も同様に、名
前またはアドレスとして続く（ｆｏｌｌｏｗ）手書きを区別することができる。
【００３２】
上記のシステムは、多くの異なるアプリケーションと共に用いることができる。例えば、
双方向テレビサービスプロバイダは、ｅ－メールサービスを加入者に提供することを所望
し得る。ユーザは、サービスプロバイダによって完成されたｅ－メールアプリケーション
を選択し、このアプリケーションは次に進んで、ユーザがグラフィックタブレット上に送
信したいメッセージを書き込むことができる。そのメッセージにおいて、ユーザは、目的
の受信者のアドレスおよび受信者に送信されるメッセージを書く。グラフィカルデータは
、サーバに送信されて、画像データをセグメント化した後に、そのデータをテキストに変
換し得るか、または画像全体をテキストに変換した後に、受信者のアドレスを判定するた
めにテキストを解釈し得る。別の実施形態においては、メッセージのアドレスのみがテキ
ストに変換されるが、メッセージの本文は画像として受信者に送信される。適切に受信者
へルーティングされ得るように、ｅ－メールのアドレスはコンピュータ読み取り可能でな
ければならないが、メッセージの本文は、テキストに変換される必要はない。すなわち、
受信者は、メッセージの本文がテキストデータに変換されていても、画像内に組み込まれ
るメッセージを読み取ることができる。実際、いくつかの場合では、送信者がドローイン
グまたは他の非テキストデータを伝達することができるように、画像データとしていくつ
かのメッセージを送達することが好ましくあり得る。手書きのメモの画像の送達はまた、
単純なテキストメッセージが個人的でないとみなされ得るので好ましくあり得る。
【００３３】
ユーザは、アドレスブックまたは以前のアドレスリストからアドレスを選択する選択肢を
与えられ得る。グラフィックスタブレットを介してユーザにメニューが提示されて、これ
らのアドレスのうち１つを選択することを可能にする。手書きされた新たなアドレスは、
ユーザのアドレスブックに追加され得る。ユーザはまた、アドレスを選択するのと同じ様
態で他の選択肢（例えばテキストのみの送信に対して、画像を送信すること）を選択する
ことができる。従って、ユーザがグラフィックスタブレットを介して入力する情報は、手
書きおよび特定の所定の入力から選択したものを合わせたものであり得る。非テキスト入
力のためにマイクロフォンを用いるシステムはまた、オーディオプロンプトおよび対応す
るメニューを用いることによって、所定の入力の選択を可能にするように構成され得る。
【００３４】
他の実施形態において、システムは、ｅ－メールの代わりにファックス送信するように構
成されてもよい。ｅ－メール構成のシステムの上記の記載内容は、ファックス構成のシス
テムに大部分適用可能である。ユーザは、宛先のファックス番号および／またはアドレス
をグラフィカルタブレットを介して入力し得、次いでこの情報をサーバに送信してテキス
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ファックスアプリケーションにより宛先のファックスをダイヤルするために用いられる。
ｅ－メール構成のシステムの場合のように、送信されたファックスは、ユーザの手書きの
画像であり得るか、またはユーザの手書きに対応するテキスト情報の画像であり得る。（
この例では、システムはユーザの手書きをテキスト情報に変換して、それによりその情報
が手書きに較べて読み易くなり得るか、またはさらなる情報がページに適合し得るが、送
信されるファックスは、本来、テキストデータではなくて画像データからなることに留意
されたい。）
システムが利用され得るアプリケーションの他の例は、電子商取引サービスである。電子
商取引サービスは、ユーザが品目を購入し得るか、またはビジネスを行い得ることによる
サービスである。これらのサービスは、オンラインカタログサービスおよびホームショッ
ピングサービスを含む。オンラインカタログを用いる場合、ユーザは、カタログをブラウ
ズしてどの製品を注文したいかを決定することができる。ユーザは、メニューエントリを
介して品目情報を提供し得るが、輸送アドレスのような標準化されない情報をグラフィッ
クスタブレットを介して入力しなければならない。
【００３５】
別の実施形態において、ユーザは自身の情報を音声で入力することができる。ユーザは、
マイクロフォンまたは電話の受話器を用いて、音声データをシステムに提供することがで
きる。マイクロフォンは、双方向テレビシステムで使用するための特殊目的用マイクロフ
ォンであってもよいし、または電話の受話器であってもよい。特殊目的用マイクロフォン
は、セットトップボックスに接続され得るか、またはシステムのリモコン内に組み込まれ
得る。電話の受話器は、セットトップボックスに接続され得るか、または返信経路（すな
わち、電話線）に直接接続され得る。音声データはサーバに送信されて、音声認識ソフト
ウェアを用いて音声データをテキストデータに変換する。テキストデータは、セットトッ
プボックスに戻されて、ここでユーザに表示され得る。ユーザはテキストを訂正するか、
またはテキストが正確に音声データから生成されたかどうかを確認することができる。
【００３６】
本発明は、特定の実施形態を参照して記載されてきたが、上述の実施形態は例示であって
、本発明の範囲がこれらの実施形態に限定されないことを理解する。記載の実施形態に対
する多くの変形、改変、追加、および改良は、上記の特許請求の範囲内に詳述されるよう
に、本発明の範囲内であると意図される。
【図面の簡単な説明】
【図１】　図１は、双方向テレビアプリケーションおよびテレビ番組をそれらのデータの
ソースから一連の視聴者へ配信するシステムの１つの実施形態を示すブロック図である。
【図２】　図２は、本発明の１つの実施形態におけるセットトップボックスのブロック図
である。
【図３】　図３は、本発明の１つの実施形態におけるグラフィックスタブレットの構成要
素を示すブロック図である。
【図４】　図４は、本発明の１つの実施形態における手書き／テキスト情報の流れを示し
たフローチャートである。
【図５】　図５は、本発明の１つの実施形態におけるサーバの手書き認識アプリケーショ
ンがテキストデータを生成する画像データを処理する方法を示すフローチャートである。



(14) JP 4555480 B2 2010.9.29

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(15) JP 4555480 B2 2010.9.29

【図５】



(16) JP 4555480 B2 2010.9.29

10

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                                        
   　　　　                                Ｈ０４Ｎ   7/173   ＺＥＣ　          　　　　　

(56)参考文献  国際公開第９７／０１９５５６（ＷＯ，Ａ１）
              特開平１０－１７４０８２（ＪＰ，Ａ）
              特開平０９－０９３５５５（ＪＰ，Ａ）
              特開平１０－１２４２９１（ＪＰ，Ａ）
              特開平０５－０９４５６４（ＪＰ，Ａ）
              特表平１１－５０２０８９（ＪＰ，Ａ）
              特表平０９－５０４１５６（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              G06F  13/00
              G06K   9/00
              G06K   9/62
              H04N   7/173


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

